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こ
の
季
節
、
通
勤
途
中
の
車
窓
か
ら
見
え
る

山
々
の
雪
が
い
つ
に
な
く
多
い
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
寒
気
の
南
下
も
早
い
よ
う
で
例
年
の
一

月
の
よ
う
な
気
候
に
も
感
じ
る
。
私
の
居
住
地

と
学
校
所
在
地
の
標
高
差
は
約
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
の
で
、

冬
の
朝
は
特
に
気
温
差
も
大
き

く
、
学
校
に
着
く
と
少
し
ホ
ッ
と

す
る
。
そ
の
通
勤
途
中
で
、
す
れ
違
う
車
や

通
学
途
中
の
児
童
、
バ
イ
ク
通
学
の
高
校

生
、
犬
の
散
歩
に
連
れ
立
っ
て
い
る
ご
婦
人

な
ど
、
い
つ
も
の
情
景
が
気
持
ち
を
和
ま
せ

て
く
れ
る
一
方
、
ま
た
一
日
が
始
ま
る
な
と

ス
イ
ッ
チ
が
入
る
瞬
間
で
も
あ
る
。 

 

さ
て
、
そ
の
毎
朝
の
通
勤
路
の
最
終
交
差

点
（
国
道
一
三
七
号
線
の
白
バ
イ
訓
練
所
前

交
差
点
）
を
左
折
し
た
住
宅
地
の
一
角
に
本

校
開
校
時
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
方
（
故

人
）
の
自
動
車
が
今
も
置
い
て
あ
る
。
そ
の

車
を
見
る
度
に
そ
の
方
の
顔
や
仕
草
、
言
葉

を
思
い
出
す
。
あ
る
時
に
、
そ
の
方
（
山
梨

園
芸
高
校
時
代
か
ら
日
直
代
行
業
務
を
長
年

請
け
負
っ
て
い
た
だ
い
た
方
）
に
尋
ね
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
「
〇
〇
さ
ん
の
近
所
の
方

で
、
私
が
学
校
に
到
着
す
る
頃
、
い
つ
も
自

宅
の
玄
関
周
り
や
窓
枠
を
掃
除
し
て
い
る
方

（
高
齢
の
ご
婦
人
）
を
見
か
け
ま
す
が
、
毎

朝
の
日
課
な
ん
で
す
ね
？
」
、
す
る
と
「
先

生
、
そ
の
方
は
毎
朝
五
時
半
ご
ろ
起
き
て
、

決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
の
支
度
や
掃
除
を
し

て
、
一
日
の
始
ま
り
を
迎
え
て
い
る
ら
し
い

よ
。
す
ご
い
こ
と
だ
ね
」
と
の
こ
と
。
暑
さ
・
寒
さ
に
関

係
な
く
、
普
通
に
淡
々
と
や
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ

し
く
習
慣
だ
と
思
っ
た
。
恐
れ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
二
学
期
終
業
式
に
は
、
担
任
の
先
生
か
ら

生
徒
の
皆
さ
ん
に
大
事
な
も
の
が
手
渡
さ
れ
る
。
「
そ
う

通
信
表
！
」
こ
の
通
信
表
に
は
、
行
動
の
状
況
を
評
価
す

る
欄
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
項
目

に
、
「
基
本
的
な
生
活
習
慣
」
の
欄
が
あ
る
。
私
は
、
こ

の
項
目
に
注
目
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
項
目
は
校

訓
に
も
あ
る
「
自
立
」
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
特
に
Ｃ
評
価
（
努
力
を
要
す
）
の
あ
る
生
徒
は
、
今

の
う
ち
か
ら
意
識
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
。
基
本
的
生

活
習
慣
と
は
食
事
、
睡
眠
、
排
泄
、
清
潔
、
衣
服

の
着
脱
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
指
す
言
葉

だ
が
、
成
長
段
階
で
そ
の
要
素
は
プ
ラ
ス
さ
れ
る

よ
う
に
思
う
。
本
校
で
は
、
そ
の
基
本
的
習
慣
を

前
提
に
、
「
身
だ
し
な
み
」
、
「
整
理
整
頓
」
、

「
時
間
」
、
「
自
主
的
行
動
」
が
守
れ
る
か
ど
う

か
評
価
内
容
を
設
定
し
て
い
る
。
終
業
式
の
日
に

配
付
さ
れ
た
通
信
表
内
の
成
績
や
出
席
状
況
と
同

時
に
、
こ
の
行
動
の
状
況
も
改
め
て
確
認
し
て
欲

し
い
。 

 

京
セ
ラ
（
京
都
セ
ラ
ミ
ッ
ク
株
式
会
社
）
を
設

立
し
た
稲
森
和
夫
さ
ん
の
著
書
の
中
に
、
こ
ん
な

文
章
が
あ
っ
た
。
『
「
思
い
」
の
力
・
・
・
「
思

う
」
こ
と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
。
強
く
強
く
思
わ

な
い
と
夢
を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ

よ
。
』
、
も
と
も
と
才
能
が
あ
る
人
で
は
な
か
っ

た
と
本
人
曰
く
だ

が
、
自
分
の
心
を
大

切
に
育
て
、
ど
う
頑

張
っ
た
ら
夢
が
叶
う

か
考
え
て
努
力
し
て

き
た
と
こ
ろ
が
現
在

の
彼
の
業
績
へ
の
原

動
力
に
も
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。
普
段
の

生
活
で
も
、
こ
の
「
強
く
強
く
思
う
」
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
は
、
前
出
の
「
決
め
た
こ
と
を

普
通
に
淡
々
と
や
っ
て
し
ま
う
、
い
わ
ゆ
る
「
習
慣
化
」

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
私
は
、
こ
の
こ
と
を
生
徒
の
皆
さ

ん
に
是
非
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
私
た
ち
教
員

も
、
生
徒
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
意
欲
や
習
慣
化
さ
せ
る
指

導
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
も
っ
と
目
を
向
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
特
に
最
近
感
じ
て
い
る
。 

 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
来
年
も
良
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。  

校 長 室校 長 室校 長 室   

                                   

  『「習慣化」について考える 』 

  高等支援学校桃花台学園 校長 宮 下  誉 夫 

 
      

 本校では、開校から県知事の認定による『山梨県障害

者職業能力検定」に積極的に参加しています。今年はこ

れまで「ビルクリーニング検定」「事務アシスタント検

定」が行われ、本校からも多数の合格者が出ています。 

 (ビルクリーニング清掃基本作業 初･中･上級計30名) 

   ※床磨き作業、ガラス拭き作業は審査中です。  

 先週行われた事務アシスタント検定には60名がエント

リーしました。結果は審査中です。楽しみです！                          

 

接遇サービス検定 

 日時  平成３０年１月２０日（土）～２１日(日） 

 場所  山梨県防災新館オープンスクエア山梨プラザ 

山梨県障害者職業能力検定山梨県障害者職業能力検定山梨県障害者職業能力検定   
 

 本校の入学者選抜に係る日程は、次のとおりです。詳細

については、要項等の関係文書を十分にご確認ください。 
  

 ◇願書の出願期間◇ １月１９日（金）[一括受付]・ 

           １月２２日（月）・１月２３日（火） 

 ◇入学者選抜検査◇ ２月 １日（木）※追検査は５日（月） 

 ◇許可予定者発表◇ ２月 ８日（木） 

 ◇入 学 説 明 会◇ ３月１２日（月） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ◇再募集出願期間◇ ３月１５日（木）・３月１６日（金） 

 ◇再 募 集 検 査◇ ３月１９日（月） 

 ◇許可予定者発表◇ ３月２２日（木） 

入学者選抜検査入学者選抜検査入学者選抜検査   

桃花ダイスキマーケット 

第８回 １月１６日（火）午後１:３０開店 

第９回 ２月 ９日（金）午後１:３０開店 

 残すところあと２回。お待ちしています。 



 １年生の体験実習、２、３年生の現場実習が無

事終了しました。特に３年生は就職に向けて真剣

勝負の実習でした。幸い、多くの生徒が採用の内

定や内々定をもらうことができました。今年度の

３年生の進路先の特徴は、全県（国中・北杜・富

士吉田・上野原）に進路先

が広がっていること、県外

（東京都八王子市・立川

市・愛知県安城市）への就

職者がいることです。特に

愛知県に就職する生徒は、

会社の社員寮で一般社員と

一緒に生活する予定です。

慣れない一人暮らしには不

安もあると思いますが、立

派な社会人になって後輩を

導いてもらいたいと思いま

す。 

（星野・進路指導部主任） 

「働く」ということと向き合う 
体験実習・現場実習 10/1７～11/１ 

沖縄の歴史・文化・自然に触れて 
第２学年修学旅行 １２／４～１２／７ 

 

初
め
て
の
飛
行
機
は
、
ち
ょ
っ
と
怖
く
て
心
配
だ
っ
た
生
徒
も

い
ま
し
た
が
、
窓
か
ら
見
え
る
雲
海
や
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

海
に
み
と
れ
て
い
る
間
に
、
那
覇
空
港
に
着
き
ま
し
た
。 

 

一
日
目
：
平
和
学
習
、
「
沖
縄
陸
軍
病
院
南
風
原
壕
」
、
「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
」
の
見
学
を
し
ま

し
た
。
同
世
代
の
女
生
徒
達
が
苦
労
を
し
て
過
ご
し
た
日
々
が
想

像
さ
れ
る
に
つ
れ
、
生
徒
達
か
ら
笑
顔
が
消
え
、
真
剣
な
眼
差
し

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
夜
は
、
「
三
線
ラ
イ
ブ
」
で
フ
ィ
ー

バ
ー
し
、
「
リ
ザ
ン
シ
ー
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
谷
茶
ベ
イ
」
に
宿
泊
し

ま
し
た
。 

 

二
日
目
：
「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」
、
「
屋
我
地
島
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
」
に
て
自
然
観
察
、
「
古
宇
利
島
オ
ー
シ
ャ
ン
タ

ワ
ー
」
へ
行
き
ま
し
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
沼
地
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
も
カ
ニ
、
エ
ビ
な
ど
の
発
見
に
お
お
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

夜
は
、
ホ
テ
ル
の
「
エ
イ
サ
ー
シ
ョ
ー
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

三
日
目
：
ホ
テ
ル
の
ビ
ー
チ
で
海
を
満
喫
し
、
「
国
際
通
り
」
で
班
ご
と
の

自
由
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
お
土
産
袋
を
抱
え
て

時
間
通
り
に
バ
ス
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
は
「
む
ら
咲
む

ら
」
で
の
体
験
活
動
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
・
琉
球
空
手
・
か
ん
か
ら
三
線
・
琉

球
ガ
ラ
ス
吹
き
・
紅
型
な
ど
興
味
関
心
の
あ
る
活
動
を
選
ん
で
体
験
し
ま
し

た
。
夜
は
、
ホ
テ
ル
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
沖
縄
最
後
の
夜
を
友
と
語
り
合

い
ま
し
た
。 

 

四
日
目
：
旅
行
締
め
く
く
り
の
平
和
学
習
、
「
嘉
数
高
台
公
園
」
か
ら
普
天

間
基
地
を
見
ま
し
た
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
鎮
座
し
て
い
る
姿
に
思
わ
ず
息
を
の
み

ま
し
た
。
公
園
に
は
、
戦
争
当
時
の
弾
丸
が
撃
ち
込
ま
れ
た
壁
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
ま
し
た
。
山
梨
に
帰
っ
て
か
ら
知
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
の
午

後
、
基
地
近
く
の
保
育
園
に
米
軍
機
か
ら
部
品
が
落
ち
る

事
故
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
、
「
沖
縄
の
今
」
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
沖
縄
が
身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。 

 

同
じ
日
本
で
あ
っ
て
も
、
沖
縄
と
山
梨
で
は
植
物
、
生

き
物
、
言
葉
、
建
物
な
ど
様
々
な
違
い
が
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
平
和
の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ル
ー
ル
の
中

の
「
自
由
」
と
い
う
意
味
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
修
学

旅
行
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
伊
波
・
２
学
年
主
任
） 

 

 ９月２２日は体育祭、９月２３日は文化祭が行われま

した。体育祭は６７人、文化祭は３２５人の来校者が見

えられ、大変盛り上がった桃翔祭となりました。 

体育祭は今年度より、学年を越えた縦割り競技を行い

ました。同じ系列の組が、同じ色のはちまきを巻き、一

緒に競技しました。普段はあまり接点のない他学年の生

徒と協力して取り組む姿が随所に見られました。 

 文化祭は、文化部の発表、有志発表、模擬店が行われ

ました。文化部では今までの取り組みを発表し、有志発

表では生徒達が自分達で盛り上げようとする姿が見られ

ました。 

 模擬店では、かき氷やお化け屋敷、焼きそばなど各ク

ラスの特徴ある店が出店し、学園祭を盛り上げていまし

た。 

 この学園祭を通して、仲間と協力する意識や、みんな

で行事を作り上げる大切さを学びました。これからの生

活に生かしていきます。  （早藤・生徒会指導部主任） 

 

仲間と一緒に不可能を超える 
桃翔祭 ９／２２～９／２３ 

綿貫服装（縫製） 

サイゼリア（レストラン） 

シミズフレッシュデリカ（食品） 

甲府キンダイサービス（清掃） 

ＮＳＤ（農業） カナエフーズ（食品製造） 

新旭電子工業（製造） 

マクドナルド（ハンバーガー） 

めだかの学校（介護） 

グローブ（農業） 明野九州屋ファーム（農業） 

プロヴィンチア（食品） ベイシア（スーパーマーケット） 甲進化成（製造） 

クラスの思い

を１枚の旗に

集結 

学年を超えて

記録に挑戦！ 

 

お化け屋敷初登場！ 

新曲「清爽桃花の気吹」を発表 

大盛況の模擬店 
“色”をテーマに美術部がパフォーマ

新しい発表スタイルに挑

縦割りで力を合わせて 

自ら台風の目となって！ 

コニカミノルタ・オプトプロダクト（製造） ＴＨＫ（製造） 

せいそうとうかのいぶき 


